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1.t－ 当 社 の 概 要

も

・⑱

'賓

トヨ タ 自動 車 販 売㈱ は、 トヨ タ自動 車工 業㈱ で 生産 さ れる車 両 の 国 内、 海

外 へ の販 売 を一 手 に や って い る販売 部 門 の ソ ール ・エ ー ジェ ン トで 、昔 の ト

ヨタ 自動 車 工業 ㈱ の 販売 部 門が 独 立 した会 社 で あ る。 車 両 の 一 手販 売 と同時

に、 ト ヨタ 自i動車 工業 ㈱ 及 び部 品 メー カ ー で生 産 され る補 給 部 品に つ い て も、

当社 で一 手 に 販 売 してい る。 ご承 知 の よ うに、 トヨ タ店 、 トヨペ ッ ト店 、 パ

プ リカ店 、 オ ー ト店 、 とい った国 内 の販 売 店が 、全 国 に250社 近 く もあ り、

海 外 の代 理 店 が180社 位 あ る。 車 両は現 在 、年 間販 売 台 数100万 台 、 月

に7～8万 台 で 、そ の う ち約2割 の20万 台が 年 間輸 出さ れ てk・ り、 年 間売

上高 は5,000億 円 ぐ らい とな っ てい る。

補 給部 品在 庫 管理 とは 、 車 の 故障 、 事 故 、車 検 とい った 車の ア フ タ ーサ ー

ビス で あ り、 当社 で トヨタ 自動 車工 業㈱ 、 お・よび部 品 メ ーカ ー で生 産 さ れ る

部 品 を購 入 し、 全 国 の 販 売 店 、海 外 の代 理店 に 補 給 して い る。 部 品 の年 間売

上 は現 在300億 円位 で 、 部 品 の総 点数 は12万 点 に 及 び 、200社 ほ どの

メー カーか ら購 入 し、 当社 の 倉 庫 に プ ール して 、 国内 お よび海 外 の代 理店 へ

出荷 してい る。

2.コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の 経 緯

込

.̀

今 か ら丁 度10年 前 、1958年 にIBM305ラ マ ック とい う機 種が 発

表 され 、 これ を導 入 した。 当時 ア メ リカに於 い て、 ス ーパ ー ・マ ーケ ッ トに

い ろい ろ な商 品 を販 売 す るグ ローサ リー ・ス トア とい う卸屋 が あ り、 この卸

屋 の考 え方 を基 礎 に した。 そ の 卸 屋が 、IBM305ラ マ ック を導 入 した理

由 は・ 第 一 に 、 卸 屋 同 士 の 競 争は 、価 格 競 争 が限 界に 来 て お り、 どの 卸屋 で

も同 じ様 に ぎ りぎ りの 価格 に 成 って い て、 品 切れ率 を 少 な くす る事 が 競 争相

手 に勝 つ キ ー ポ イ ン トで ある とい う事 で あっ た。Aと い う卸 屋 に、 ス ーパ ー
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。マ ー ケ ッ トか ら注 文 が来 た とき品物 が 不足 し てい る、 あ るいは 全 然 な し と

い う事 では 、必 ずBと い う卸屋 に注文 を取 られ て しま い 、絶 体 に 品 切 れ を起

こさな い こ とは不 可 能 で ある と して も、少 くと も競 争相 手 よ り、品 切 れ率 を

少 く しな け れ ば な らな いδ

第二 の理 由は 、在 庫 を少 くす る こ と、す なわ ち投 下 資本 回 転 率 を良 くす る

こ とで あ る。私 が 訪 問 した ロス ア ンゼル スの ア イ リス とい うグ ロ ーサ ー ・ス

トアは 、"現 在 の 在庫 回転率18回 転 を、IBM305ラ マ ック を入 れ て、

23回 転 にす る"と 云 っ て い た。 要 す るに 、競 争 相手 よ リサ ー ビス 率 を良 く

して 在庫 回転 率 を良 くす る こ とに よっ て競争 す る とい うこ とで あ る。 当 社 で

は、 こ うい った ア メ リカの考 え方 を基 礎 に して 、 コン ピュ ー ター を計 算 の た

め で な く.部 品の サ ー ビス率 を 良 くす るこ とを第一 に と りあげ た。

コ ン ピ ュ ー ター導 入以 前 は・ カ ー デ ッ ク ス 管理 とい って・
、女 子 を20名

位使 って部 品の 入 出庫 管理 を して いた が 、 サ ー ビス率 が 今 どれ位 なの か 計算

出来 る状態 では なか っ た。

現 在 、1日 に15,000件 の 受 注が あ るが 、そ の 当時 で も5～6,000件

あ り、品 切 れ で出荷 出 来 な か っ た のが どれ位 で、 出荷 出来 たの が どれ位 あ る

か計 算す る必要 が あ るの に、 サ ン プ リ ングに よる計算 とい った不 完 全 な情報

しか とれ なか った。 カ ーデ ックス 管理 を してい たそ の 当時 の サ ー ビス 率 は 、

せ い ぜ い90%弱 とい った 状況 で あった。

車の 補 給部 品 は 、通 常の 商 品 と異 な り、 品切 れ を起 こす と車が 動 かず 、 ユ

ーザ ーに大 変迷 惑 を か け る訳 で ＼・品切 れ は極 力無 くす様 に しなけ れば な らな

い。 そ れ で売 れ ない 部 品 で、 デ ッ ド・ス トック に成 る と判 っ てい る様 な部 品

で も、在 庫 す る場 合が ある。 品切 れ を防 ぐた め に、 メイ ン テ ナンス も うま く

行か ず 、 品 切れ が 多 く出 る とい う こ との繰 返 しで あっ た。 当時 、サ ー ビス率

87～88%で 、 在庫 は 、3ケ 月 分 くらい あった。

こ うい った 状況 を改 善 す るた め 、 コ ン ピ ュー ター導 入 を 決定 し、 目的 を始

めか らは っ き り と決 め て二機 械 化 に と りか か っ た。
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まず 第一 に 、サ ー ビス 率 は 、95%以 上 を確 保す る こ と、'第二 に、 当時3

ケA位 あっ た在庫 をそれ 以上 増 さず 、 究極 的 に は2.2ケ 月 位 にす る こ とで あ

った。 この考 え 方 を ト ップに 確認 しIBM305ラ マ ック を導 入 した訳 で あ

る。

そ の後 、IBM305ラ マ ック か ら、IBM1410、 ・そ して現 在 のIB

M360モ デ ル40と コ ン ピ ュー ター も入 れ替 えて来 た。'

第1表 現 在 の 機 械 構 成

IBMSYSTEM360MODEL40

CPU

CardReader&Punch

MagneticTapeUnit

(9Track)

MagneticTapeUnit

(7Track)

Disk(2311)

Disk(2314)

LinePrinter

PaperTapeReader

OnLineTerminal(1050)

現 在の部品の状況 の概略 は次の通 りである。

第2表 部 品 管理 の現 況

256KB

1台

6台

ム
ロ

ム
p

A
口

A
ロ

ム
ロ

3

1

・

2

イ⊥

-

在 庫 部 品 直 送 部 品 Total

受 注件 数

管理 点 数

売上 金 額

15,000件/日

7万

17億/月1
さ

4,000件/日

5万

12億/月

"

1⑨000件/日

12万

り219億/月

在 庫 金 額

在i庫 月 数

即 納 率

供 給 率

販 売 店 数

平 均43億

25～2.6月 分

、943%(受 注 時 に 在 庫 す る も の)

9&7%(BackOrderSystemに よ る)

国 内 約250社 海 外180社

一3一



在庫 部 品 とい うのは 、 当社 で在庫 して補 給 す る部 品 で、 直送 部 品 とい うの

は、 メー カーで在 庫 してい て、 直 接 メ ー カ ーか ら出荷 す る部 品 をい い 、経 理

処理 の 関係 上 、 当社 の コ ン ピュ ータ ーに イ ンプ ッ トさ れ る。

即納 率 とい うの は、 注 文 を受け た時 点 で、 在 庫 が あ って 直 ぐに 出荷 出来 た

もの で、現 在94.3%と な ってい る。 供 給 率 とい うの は 、在庫 が 無 くて も一

定 期 間後 、大 体10日 後 に再 びイ ン プ ッ トして(バ ック オ ーダ ー)出 荷 出来

た もの を 含ん でお り、 これ は9&7%で ある。

現 在 、在 庫 月数2.5ケ 月、供 給 率98.7%と 成 って お り、過 去 の経 験 か ら

在庫 を2.2ケ 月に減 らした ら、 供 給率 が95%位 に 落 ち る事 が判 って い る の

で 、 た とえ ば 、 不況 の時 な ど、 資金 繰 りの 関係 で在 庫投 資を減 らした い時 に

は 、供 給 率 を極端 に 悪 化 させ る こ とな く在 庫 調 整 す る こ とが で きる。 在庫 と

供 給 率 を 自由 に調 整 す る こ とが 出来 るが 、現 在 の とこ ろ、 あま り資 金 的 に 問

題 が ない の で 、 少 し在 庫 を多 めに持 っ て供 給 率 を99%に 近 い 状 態 に して い

る。

当 社 の倉 庫 は 、本 社 か ら15キ ロ離 れ た春 日村 と い う所 に あって 、 そ こに全

国 か らの注 文 を 受け る受 注 係が い る。 本 社 の360L40と 、 倉 庫 の1050

をデ ータ伝 送 で結 ん で、在庫 の 照 合、 緊 急 出荷 がon-1ine .real

tim・ に 出来 る様 ほ っ てい る・1050カ'ら ・部 品 の嬢 が あひ とイ

ン久 ワイヤ リー す る と、そ の部 品は 今何 個 在 庫 が ある と解 答が ア ウ トプ ッ ト

さ れ る。 緊急 注 文 を受 げ た時 には ・ .1050に 所 定 の 項 目 を キ ー ・イ ンす る

と、在庫 が あれ ば 直 ち(・(出荷 指 示 書一(出 荷手 配 書)一 がア ウ ト7"ッ トさ れ

るc

360-40の プ ロ・グ ラ ム言 語 は 、PL/1と い う新 し い.IBMの コ ン パ

イ ラ ー で 組 ま れ て い る が 、on--1ineの プ ロ グ ラ ム 言 語 は 、 ア セ ン ブ ラ ー

で 組 ま れ 、 部 品 関 係 全 部 で 約150本 位 の プ ロ グ ラ ム が あ り、 そ の う ち50

KB耀 え る融 大 きな プロ グ ラムは ・6～7本 あ る・

部 品 関係 の 機 械 化 の シス テ ム、・フ ロ ーの 概略 は 、 次 図 の よ うに な っ てい る。
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第1図 部 品関 係 の機械 化 シ ステ ム フ ロー

(ワンライティング)
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旧型部品
申 告 表

2. 注 文 書 作 成'

自 エ ・・… …IBM磁 気 テ ープに よる

夕椎 メーカー… … … 納品書 とワンライテ ィング で納 期 指示

3. 納 期 管 理

自工から納入日程IBM磁 気テープ受領

4.

6.

成
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作

理

書

理

管
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務

入
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債
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馨鯵 元鴫 警告書
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8. 警 告 書
異常な需要、在庫に関するタ

イム リーな警告書発行

13 外注メーカー在庫管理

外 注 メー カ ーの在 庫 品の 内、特 に問題 と なる旧型 部 品

の露 分 τを行 な った上 、 メ ーカ ーの在 庫 と照 合 の上

必要処 理 を指示

自 販

需要予測計算

発注竺 〕

発 注

ひ
/(=⊃

ひ
⊂亘

寵
目

差
'一口 求

⊂⊃
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{

外注 メ ーカー
在 庫 管 理

デーラー責 任 在庫

1. 予測発注計算

各部品毎の予測、発注計算

(管 理対象11万 アイテム)

6・

緊嬬 霧

㌫ 麟噺 紳

」

7.出 荷手 配

輸送手段別、格納場所別、部品配置順 にアレ

ンジして出荷指示を行在う。緊急部品はオン

ライン出荷指示書作成

9.

lO.

原 価 言 －

ABC
分 析

11 決算業務

ABC分 析、棚卸原

価計算 など

14. デー ラー責任在庫割

白販とデーラーでの需要分析 を基礎にして取
り扱い車種系列毎に在庫品の品目指定を行な
いアフターサ ービスの万全を期す。
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第2図 部 品管理 の機械処理工程 図
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第1図 は シ ステ ム中心 、第2図 は機 械 処 理 中心 に描 か れて い る。

360-40の 総 稼動 時 間に 占め る部 品 の割 合 は25%く'ら い で、 最 近 よ

く言 わ れて い る"MIS"と い う考 え方 か らみ る と、 部 品の シス テ ムは 全体

の_つ の サ ブシス テ ム で あ って 、現 在 の と ころ 、 こ れは一 応 完成 の段 階 に あ

る と考 え て い る。

3.部 品 管 理 区 分
'

7万 点に及ぶ在庫 品 目を どの ように分類 して、管理 しているかとい う管理

区分の コー ド化 につい て説明す る。

第3表 管理区分の段階

在庫 管理 区分 は 上 記 の様 に 、 中 期 、始 期 、終 期 ・Non-InventorY・

OverStockと 大 き く5つ の カテ ゴ リーに 分 か れて お り・ 中期 とい う

の は、現 行 型 の 車 に使 わ れて い る部品 を云 い 、終 期 とい うの は ・ モ デル ・チ

ェ ン ジされ て 旧型 に なっ た 車に使 わ れ て い る部 品 の こ どを云 う。 始 期 の カテ

ゴ リ ーに含 まれ るの は、 新 車部 品 で、 一年 間 この カ テ ゴ リーに 属 し・ い わ ゆ

る初 期流 動 と云 わ れ る もの で、 これは過 去 の実 績 も ない の で需 要 予 測 が 出来

ない が 、過 去 の同 様の 初 期 流 動 のパ タ ー ン を参 考 に して管 理 し・一 年経 過 後 ・

一8－
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中期 の 分類 に移 行 さ れ る。

NonInventoryと い うの は 、在庫 す る必要 は 殆ん どな く、 受注 す

る可能 性 が 全 く ない こ ともな い ので 、一応 マス ターに は登録 して、 も し受注

が あ っ た と きに 、 在庫 品 目に 格上 げ す るか 、 あ るいは 、 今回 に限 り メ ーカ ー

か ら特 別 に仕 入 れて 出荷す るか を決 め る部 品 で あ る。OverStockに

は、 前 述 の よ うな デ ッ ド ・ス トジク に な る と分 か って いて も在 庫 す る部 品 と

か、 ま た需 要 の 動 向 の変 化に よってOverStockに な った も の な どが

含 ま れ て い る。

在 庫 管理 区 分 の 大 分 類 は、 上記 の5つ で あ るが 、 中期 と終 期 に属 す る部 品

は、 更に 売上 金 額 と頻度 に よっ て 、 そ れぞ れ7つ の 小 分類 に 分 か れて い る。

た とえ ば、 中期 はAか らGま での7つ に分 か れ て い て、Aと い うカ テゴ'リ

ーに は 、 月 の売上 金額100万 円 以 上、 頻 度5回 以上 の もの ・Bに は.・月 売

上 高30万 か ら100万 ま で で、 頻度5回 以 上 の もの が含 まれ る とい っ た具合

で あ る。

金 額 と頻度 を組 み合 せた理 由は、たとえば、単価50'万 円の部品を1回 だ

け2個 受注 した場 合 と、単価100円 の部品 を多量 に数回にわkっ て受注 し

て100万 円の売上高 になった場 合 とでは、 内容 が異 な りレ当然管理区分 を

分 げ て後 者 に 重 点 を置 い て管 理 す る ため で ある。 終 期 に つい て も一、 中期 と同

様 に金 額 と頻 度 に よっ て7つ に 分類 さ れて い る。

こ うい った 在庫 管 理 区 分 が 約20通 りあ って 、在 庫 管 理の 中枢 を な して い

る。 この在 庫 管 理 区分 に 、 即 納率 、 供 給率 、 在 庫 月数 、売 上 状況 、Back

Orderの 発生 状況 、 キ ャ ンセル の発 生状 況 、 長 期 品切 れ 品 目の 状 況 、 納

入 残 な どが 月次 に 完 全 に把 握 出来 る プ ログ ラム ・シス テ ムに な ってい る。

第 二に 品 目管 理区 分 とい うのは 、 部 品 を商 品 と して 区 分 して 管理 す るため

の コ ー ドで、 た とえば 、 ワ イ パ ーだ とか、 マ フ ラ ー とい った 分類 方 法 で あ る。

マ フ ラ ー とい って も、 在庫 管 理 区分 上は 、 中期 に 属 す る もの もあ れ ば、 終 期

あ るい は始 期 に属 す る もの もあ るわ け であ る。 品 目管理区 分 を設 けて い る理
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由 は、販 売 の進 め 方 か商 品 単位 で あ り、商 品毎 に 将 来 の動 向 、現 在 の販 売 状

況 、 達成 状 況 を把 握 して増 版 に結 びつ け るた め である。 た とえば 、 マ フ ラ ー

の セ ー ルス ・キ ャ ンペ ー ンを や っ た時 な ど、 予 測 と結果 の分 祈 を して、 効果

が あ っ た のか ど うか判 定 す る とい った使 い方 に も品 目管 理 区 分 は使 わ れ て い

る。

当 社 で販 売店 か ら受 け る注文 に は 、臨 時 注 文 と、 マ ンス リー注文 とが あ り、

マ ンス リー注文 は 、販 売店 が管 理 しやす い よ う、 あるい は 、 当社 へ の発 注 が

しや す い様 に 、 ま た わ れわ れ の 受 注時 点 での 管 理 が しや す い様 に 、'約10通

りに 区 分 され 、 こ のオ ーダ ー区 分別 に分 析 資料 をア ウ トプ ッ トす る ため の オ

ーダ ー区 分 コ ー ドを設 けて い る
。

以 上 の嫌 な 区 分、 主 に在 庫 管 理 区分 に 於 け るサ ー ビス率 、在庫 状況 、 販 売

状況 な どが 、在 庫 管 理 を担 当 してい る コン トロ ー ラーに フィ ー ドバ ック され 、

これ に よっ て コ ン トロ ー ラーは 、 サ ー ビス率 や 、 在庫 回 転率 の向 上 を図 って

い る。 具体 的 に は 、 あ る在 庫 管理 区分 の サ ー ビス率 が 悪い 場合 は、 予 測 の誤

差 が 原 因 で ある と す れば 、翌 月仕 入 を増減 さ せ た り、予 測計 算 のパ ラメ ータ

ーを変 更す る とか 、 また 納入 遅延 が原 因 で あれ ば、仕 入担 当者 か らメ ー カー

に対 し て納入 の 督 促 をす る とい った ア ク シ ョンが と られ る。

コ ン トロ ー ラーは 、 在庫 管 理 区 分 単位 に配 置 され て 、 かつ て10人 位 い た

が、 品 目の増 え た現 在 で も10人 位 しか い ない。 こ れは低 売 上 、 低 頻度 の も

の を 自動 発 注 方 式に 切 りか え、 専 任 の コ ン トロ ー ラー を無 く した か らで あ る。

20通 りの 在庫 管 理区 分 の うち、5つ の区 分が 自動 発 注 方式 に切 り換 え られ

て い るが 、 将来 自動 化 を更 に進 め て行 く方 針 で あ る。

●

」

4 発 注 計 算 方 法 `

次に、発注計算 、需要予測計算について説 明す る。発注は、月に1回 の定

期発注 と、EOQ発 注 と、随 時発 注に分か れてい る。定 期発 注品 目は、在庫
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⑯

●

`

管 理 区 分に よって決 め られ て い る。 た とえば 、 中期 のA、B、e、Dの 在 庫

管理 区分 に 含 ま れ る品 目は定 期 発 注 で、E、F、Gに 含 ま れ る品 目は 、EOQ

発 注 とい った様 に分 け られ て い る。E、F、Gと い うのは、 低売 上 、 低頻 度 、

低価格 で あ る か ら、何 ケ 月分 か をま とめて発 注 した方が 在 庫 費 用 と、 発注 経

費の 割合 い か らみ て も コス ト的に 安 い となれ ば、EOQ発 注計 算 を して メ ー

カーへ の 発 注数 を決 め て い る。 そ れ か ら随 時 発 注 とい うの は 、通 常は 、Non

-Inventory部 品 で
、 受注 が あ った 時 、 あ る いは警 告(注.後 出)か

ら臨 時 注 文 を す る場 合 で あ る。

第4表 発 注 計 算 方 法

1定 期1.デ ータ加工

2.5ケ 月加 重 移 動平 均 法

3旧 型 部 品 の異 状値 修 正

4.季 節変 動(Wiper)車 検 ×車(第1回 車検 月)

5.安 全 在庫(98%以 上 の サ ー ビス率)

IIIEOQ

以 上 の 中 で、定 期 発 注 分 の 一 部及 びEOQに っ い て は、 自動 化

して お り発 注 担 当者 は い ない。

発 注 計 算 の 第 一 段階 と して第4表 に デ ータ加 工 と あるの は 、受 注 数、 受 注

頻度 の 加工 の こ とで あ る。Aと い う部 品 が設 計変 更 に な っ て、Bと い う新 し

い部 品 に 代 っ た時 に は、AとBと 両方 の過 去の 実績 を加 え てBで 発 注 計算 す

る必 要 が あ り、 こ うい っ た互換 性 に つ い ては 、 マ ス タ ーに互換 性 の情 報 が メ

モ リーさ れて い る。 た とえ ば、 今 の場 合 、Aマ ス ター上 にBへ 結 びつ け る情

報が メモ リーさ れ て い る訳 で あ る。 従 って 日常 の 受注 の と きに も、Aで 受 注

した 場 合 、Bで 出荷 ず る とい うこ と も可 能 で あ る。 そ れか ら、 受注 実 績 を予

測の基 礎 とす るの で 、売 上 実 績にBackOrder実 績 、 キ ャ ンセル実 績 を

加 え なけ れ ば な らない が 、 キ ャン セ ル実 績 は 、 そ のまま 加 え るの では な く、

50%を 加 え てい る。 こ れは・ キ ャン セル の 出 る部 品 は 、販 売 店が 必要 以 上

一11一



に注 文 を 出す場 合 があ る ため で あ り、 以 上 の 様 なデ ータ加 工 を終 え た の ち、

5ケ 月の 加 重移 動平 均 計 算 を して い るが 、 前2ケ 月、 前々 月、 前 月に ウエ イ

トを少 し多 くす る よ うに してい る。 こ うして基本 に な る予 測 数が 求 め られ る

が 、 終期 の 部 品 な どは 、需 要動 向 が著 しく変 化 して い る場 合 が あ り、連 関 比

な ど計算 して異 常 な もの は これ を修正 して い る。

車 の部 品 な どは、 季 節変 動 の ある もの が限 られて 鉛 り、 過 去 の経 験 か ら変

動係 数 を品 目管 理 区分 別 に与 え て いる。 た とえ ば 、 ワ イパ ーな ど雨 期 に 需 要

が例 月 よ り何 割 増 加 す る とか、 新 車発 売 後 、 始 め の2年 目か ら車検部 品 の 需

要 が増 加 す る とい った もの を 、 品 目管 理 区 分 、車 種 コ ー ド別 に 与 え て い る。

こ うして 計算 さ れ た予 測数 を 、現 在 の 仕 事 、納 入残 な どと照 し合 わせ て 、 メ

ー カ ーへ の実 際 の発 注 数 を 計算 す る訳 で あ るが 、 こ れだ け では サ ー ビス率

99%を 維 持 す る事 が 出来 な い の で、 更 に 安 全 在庫 の 計算 を して 、安 全 在 庫

を見 込 ん だ発 注 数 を最 終の ア ウ トプ ッ トとす る わけ であ る。 安 全 在庫 は現 在、

3シ グ マま で とって い る。

しか し、 い くら予測精 度 を 向上 さ せ て も、 需要 の 変 動 を全 て カバ ーす る こ

とは 不可能 であ る の で、予 測 不可 能 な異 常 値 は 、 デ イ リーに、 売上 状 況 、 在

庫 状況 、納 入 残 な どを調べ て 警告 書 と して コ ン ピ ュー タ ーか らア ウ トプ ッ ト

して い る。 警 告 書 に つ いて 説 明す る前 に 、 出荷 の デ イ リー業 務 、現 場 で の ラ

イ ンの流 れ な どに つ い て触 れ て み たい と思 う。

■
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、

5.出 荷 デ イ リ ー 業 務

全 国 、 全 世 界 か ら1日 に15,000点 のオ ーダ ー を受 け て 、 これ を コ ン ピ

ュー ターに イン プ ッ トして 、在 庫 の有 無 を確 か め て 、倉庫 へ の 出荷 指示 書 一

出荷 手配 書 を作成 してい る。

コ ン ピ ュータ ーの デ イ リー 出荷 処理 の ポイ ン トと思 わ れ る点 を簡単 に説 明

す る と、 まず 同一 品 目に つ いて 複 数 の オ ーダ ーが あ った場 合 に、 これに 優 先

順位 をつ け て、 優 先 度 の高 い オ ー ダ ーか ら出 荷処 理 を して い る。 従 来 の カ ー

デ ックス処 理 で ある と、優 先度 の 高 い ものが 後 に 処理 さ れ、 出荷 で きな くな

った とい うケ ース も度 々 あっ た。 しか し現 在 は、 コ ン ピュ ー ターで 自動 的 に

順位 を つ けて 、優 先度 の高 い も の か ら出荷 す る方法 に な って い る。

第6表 払 い 出 し優 先順 位

(1つ の品 目について 受注 が 複 数 の場 合)

順位 出庫 形 態 受 注 区 分 B/0後 の手配

1

B/O

バ ッ ク オ ー ダ ー

輸 出 翌 日(毎 日)

2 緊 急 出 庫 〃(〃)

3 定 期 注 文 キ ャ ン セ ル

4
-■

ORG

オ リジナ ル

緊急 出庫(日 付指定) 翌 日(毎 日)

5

・一 ●■

輸 出 〃(〃)

6 定 期 注 文 10日 後 手配

7 臨 時 注 文 キ ャ ン セ ル

第6表 の ように優 先 順位 が 決 め られ てい るが 、 た とえば輸 出は 、 オ ーダ ー

品 目が 全点 揃 わ ない と船 積 出来 な い とか 、 オ ー ダ ー品 目を早 く揃 えれ ば資 金

化 に 大 き な効果 が あ り、 また 国 内 と違 って 地 理 的に も非 常に 遠 く、輸 送 手段

も限 られ てい るの で、 そ の ニ ー ドは 国内 の オ ー ダ ーに 比べ て は る かに 強 い も

の で あ る。

優 先 順位 は 大 き く分 け て 、 バ ッ ク 。オ ーグ ー とオ リ ジナ ル ・オ ーダ ーに 分
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「

か れ 、 パ ック 。オ ーダ ーが 上 位 に ある。 更 に バ ック ・オ ーダ ーの 中が3つ に

分 かれ 、 オ リジ ナ ル 。オ ー ダ ーの中 が4つ に 分 か れ、 全部1か ら7の 順位 が

つ け られ そい る。 バ ック ・オ ーダ ー後 の 手配 と あ るの は 、輸 出 と緊 急 出庫 の

バ ック ・オ ー ダ ーに な った ものは 、 毎 日出荷 ま で 再 イン プ ッ トが繰 り返 え さ

れ る。 定 期 注 文 の パ ック ・オ ーダ ーは、 再 度 の バ ック ・オ ー ダ ーが 認 め られ

ず 、 在庫 が なけ れ ば キ ャンセ ルさ れ る。 定 期 注 文 の場 合 、第1回 目の 出荷 で

在 庫 不 足 の た め 出荷 出来 な い時 には 、10日 後 に 再手 配 され る。 臨時 注 文 は 、

大 体在 庫 が無 げ れ ば キ ャン セ ルさ れ る。 更 に バ ック ・オ ー ダ ーを保 護す るた

め、 引 当処 理 とい うの を 行 なっ て い る。 これは 、 バ ック 。オ ー ダ ーに 成 る と、

そ の数量 が コ ン ピ ュ ータに メモ リーさ れ て 、 オ リジ ナル 注文 が 来 る と・在 庫

か らバ ック ・オ ー ダ ーに 成 って い る数 量 を引 い た 残 りか ら出荷 され 、 ま た引

当数量 は、 バ ッ ク ・オ ーダ ーが 出荷 され 、 あ るい は キ ャン セル さ れた時 点 で

コン ピ ュー ターの メモ リーか ら抹 消 さ れ る。

第 二 に、 出荷 能 力 向上 、 管 理 向上 の た め、 出荷 ロ ッ ト数 を コン ピュ ー ター

に メモ リーさせ て おい て、 受 注数 を 出荷 ロ ッ トに 直 し て 出荷 して い る。 これ

は、 低 価 格 の 小物 部 品に 多 くみ られ 、 ロ ッ トに ま とめて も大 きな 金額 に成 ら

ず 、販 売 店 に とっ.ても効果 が あ る。 た と えば 、 出荷 ロ ッ ト10個 と決 め られ

iた部 品 に5個 と.いうオ ーダ ーが来 ると・10個 に 受 注数 を 直 して 出荷 処 理 を

:す る。'

第三 は、翌 日の ピ ッカ ーの 作業 量 が 前 日に ア ウ トプ ッ トされ 、 ピ ッ カ ーの

'
人 員配 置 を流動 的 に行 な う事 が 出来 る。 オ ー ダ ー区 分 、 品 目管 理 区 分、 在庫

管理 区分 、・部 品、 形 状、重 量 な どか ら、 出庫 す るの に 有 効 な ロケ ー シ ョ ンが

各 部 品 一っ 一 つ に割 り振 られ て い て、 そ の ロ ケ ー シ ョン別 に 、明 日中に 完成

しなけ れば な らな い オ ーダ ーが どれ だけ あ って、 ピッ カ ーを どれ だけ どの ロ

ケ ー ジ ョンに配 置 す れ ば良 い か判 る よ うに成 って い る。 とれ は毎 日、 そ の 日

の分 が 判 り、能 率 的 出荷 が な さ れ、現 場 の作 業 員 の 作業 の平 準化 に役 立 っ て

いる。
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F部 品出荷案内書
トヨロ自動車販売株式会社

出庫形態 出荷先コー ド 真数 出荷先名 発行月日 手配No. 出荷脂足月日 輸送方法`巨

言

↓
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E部 品 出 庫 票
トヨロ自動車販売株式会社

出庫形態 出荷先コード 真数 出荷先名 発行月日 手配No. 出荷指定月日 輸送方法
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D部 品納品書(控)
トヨ句自動亜販売株式会社

出庫形態 出荷先コー ド 真数 出荷売名

1

発行月B 手配No. 出荷指定月8 輸送方法
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C 部 品 納 品 書
ト目口自動車販売株式会社

出庫形態 出荷先コー ド 真数 出荷売名 発行月日 手配No. 出荷脂足月日 輸送方法.

r]ケ 1 具 エ ロ 息 暴 1勘.. .畳 ・哩債1旦/olとall,ス1 適 、イ搭 1.全 五 .1 .槙一則 、《 曽苔 、1..追1:合 方.酎 己.L._塘 一 _一_一_一 一.ヨ ト._・._.

B部 品出荷手配書(控)
ト三口自動車販売株式会社

出庫形態 出荷先コー ド 貝殻 出荷売名 発行月日 手配No. 出荷脂足月日 輸送方法
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A部 品出荷手配書

一 トヨq自 動 車販売株式会社

出庫形態 出荷先コー ド 真数 ・ 出荷先名 発行月日

.

手配No. 出荷指定月日 輸送方法

粛
畔

二

ロ ケ 品 名 品 番 数 量 瑠 §こ9ヒ.《レス・ 単 価 金 額 値 引 金 額 髭 津文No. 備 考
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第8表 作 業 量 指 示 票

●

、

Q'TY(数 量)

第 四は 、 オ ーダ ーは どの 様 な順序 で来 るか判 らないか ら、 出荷 手配 書 は 倉

庫 の 作業 の 手 順 を 出来 るだけ 少 な くす る様 に、 コ ン ピ ュータ ー の メモ リーか

ら↓ ロ ケ ー シ ョン別 、 通路 順 に再編 成 して ア ウ トプ ッ トしてい る。 以 前200

人位 の 作業 員が 、 月平 均1人 当 り30時 間程 残 業 して い たが 、 品 目、受 注 件

数 が増 加 した今 は 、250名 位 で残 業 は ほ とん ど無 くなっ た。

6 警 告 書

`

発 注 計 算の 予 測精 度 を い くら向上 さ せ て も 、現 実 に は例 外 的 な異 常が 発 生

す る場 合 が あ り、 こ うい った 状況 は 発 生 した都 度 、 タ イ ム リーに 警 告 を出 し、

直 ちに ア クシ ョンを と る必 要 が ある。 一

在 庫 管 理 の機 械 化 の 目的 は 、人 員の 削減 、 情 報 リ ス ビ ー ド・ア ップ な どの

補 助的 な効 果 は あ るが 、 その 主 た る もの は 、 サ ー ビス率 の向上 と、在 庫 回 転

率 の 向 上 に あ り、 こ うい った意 味 に於 て、 警告 書 システ ムは、そ の 最 た る決

め手 だ と思 わ れ る。

警 告 書が 発 行 され る基 準 と、 その 処理 方 法 に つい て説 明す る。

発 行基 準 の 第一 は 、 輸 出注 文 とか、 緊 急 注 文 な ど、 早 期 出荷 のニ ー ドが 強

く、 キ ャ ンセルの 許 さ れ ない オ ーダ ーが バ ック 。オ ーダ ーに成 っ た と きに 、

受注 ア イ テ ム毎 に 全部 リス トア ップ され 、 コ ン トロー ラーに 手渡 さ れ る。

第二 に 、 今 日現 在 の 在 庫 が 基 準 値 一一過 去 四 ケ 月の平均 値 の10日 分 以 下

に成 っ た と きに ア ウ トプ ッ トされ る。
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第三 に 、 月始 め か ら今 日現 在 ま での 出荷 の実 績 が 基 準値 を上廻 っ た ときに

ア ウ トプ ッ トさ れ るが 、 これ に つ い て は 、 月末 に なれ ば 当然 基準 値 に近 い も

,のに なる か ら、一 応 有 効期 限 を月 始 め か ら15日 頃 ま で と して 、 月半 ば で こ

の 様 な実 績の 異 常 な上 昇 を把 握 して い る。

第 四 に 、 個 々の オ ーダ ーが基 準値 の10日 分 よ り大 き く、 数量 が10個 以

上 の時 に 出され 、 これ に よってそ の販 売店 が買溜 め を したの か 、 あ る い は需

要が 急 激 に増 加 して 、 今後 他 の販 売 店 か ら も同様 に 高 い水準 の 注 文 が来 るの

か判 断 す るた め で あ る。

以上 の 様 な基 準 で発行 され た警 告書 は、 デ イ リーに コ ン ト ロー ラ ーに 手渡

され 、現 在庫 で支 障 は ないか 、納 入 遅 延 の督 促 を要 す るの か 、納 期 を 早 めて

早 期 納 入 させ るのか 、翌 月 の発 注 に 追加 す るの か 、 臨 時 の発注 を す るの か を

コン トロ ー ラーが判 断 して 、 所定 の ア ク シ ョンを とって い る。警 告書一一発 注

依 頼 書 は 、仕 入 係 へ の 連 絡書 に も成 って い て、 コン トロ ー ラーか ら仕 入 係へ 、

そ して メ ー カ ーへ の 臨時 発 注の 注文 書 発行 の も とに成 ってい る。
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㊨ 郷 三(0一 般2輸 出4⑥ 対策6残 置1特急品3初期流動5カンク7受検).部品 発 注 依 頼 書
1

コ ン トロー ラー 仕入課受付 仕入謀担当者

メーカー コントロールコ"ド 在菅1商品 品 番 品 名 納 品No 仕 入 単 価 納入指示数 納入指示日 EDPNα ロケー ション 仕 向 先 希望納期

始 期 終 期 受 注 数 %・ 一ト 被 代'替 品 番 代替コード戦略 中止 直送 受検 L/T 品 目 受注単位 D/N アイテムNo. 警 告 書 発 行

ll
在 庫 数 当月迄注残 翌月以降注残 当月入庫数 当期入庫数 期 首 在 高 当期雑出庫数 仕 入 先II

「

当 月 輸 出

1

異 常 出 荷

lll
国内引当数 国内B/OTOTAL

l

輸 出B/0

1
前5月 前4 .月 前3月 前2月 前1月 当 月TOTAL

l

当月キャンセル 要 求 者

1
1納 入指示日1納 品 書 κ・1納 入指 示卦 川 口 晶指栖|希 望納 期

㊥ 発注(0一 般2輸 出4⑯ 対策6残 置工 特急品3初 期流動5カ ンク7受 検).部 品 発 注 依 頼 書
.

コ ン トロー ラー 仕入課受付 仕入謀担当者

.

メ ー カ ー コ ン トロー ル コー)' 在音声品 品 番 品 名 納 品Nα 仕 入 単 価 納入指示数 納入指示日 EDPNα ロケーション 仕 向 先 希望納期

始 期 終 期 受 注 数 %・ ・一ト

.

被 代 替 品 番 代書コード戦略 r コ止 直送 受 L/T 品 目 受注単位 D/N アイテムNo. 警 告 笹 発 行

ll
在 庫 数 当月造注残 翌月以降注残 当月入庫数 当期入庫数 期 首 在 高 当期雑出庫数 仕 入 先II

l

当 月 輸 出

1

異 常 出 荷
lll

国内引当数 国内B/OTOTAL

I

輸 出B/0

/
前5月 前4月 前3月 前2月 前1月 当 月TOTAL

l
当月キャ ンセル

1
要 求 者c

已 入指示当 納 品 書 ・・1納 入指示数 …特急品指定数 希望納 期
…

⇔ 雛(0一 般2輸 出4⑥ 対策6残 置1特急品3初期流動5カンク7受検)1部品 発 注 依 頼 書
1

コ ン トロ ーラ ー 仕入課受付 仕入酎‖当者

メ ー カ ー ⊃ン トO－ ルコ ー}' 在昔1商品 品 番 品 名 納 品Nα 仕 入 単 価 納入指示数 納入指示 日 EDPN白 ロ ケ ーーシ ョ ン 仕 向 先 希望納期

始 期 終 期 受 注 数 %・・一ド 被 代.替 品 番 代替コード戦略 中止 直送 受検 L/T 品 目 受注単位 D/N アイテムNo, 警 告 書 発 行

ll
在 庫 数 当月造注残 翌月以降注残 当月入庫数 当期入庫数 期 首在 高 当期雑出庫数 仕 入 先II

l

当 月 輸 出

1
異 常 出 荷

ll[
国内引当数 国内B/OTOTAL

|

輸 出B/O

l

前5月 前4月 前3月 前2月 前1月
当 月TOTAL| 当月 キャ ンセル

1
要 求 者

納入指示日 納 品 書No 納入指 示数 特急品指定数 希望納 期

計算課→管理一課(控) 特 言†28013%x3感 小

C
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7出 荷 の オ ン ラ イ ン 。 リ ア ル 。 タイ ム処 理 .

t

部 品 の 倉庫 は本 社 か ら15キ ロ くらい 離 れ た春 日村 に あ り、 そ こに 受 注係 が

い て・ オ ー ダ ーを受 け て い る が 、 緊急 注文 を受 け る と、1 ,050の 所定 の項

目を キ イ ー ・イ ン して 、 ア ウ トプ ッ トされ る出 荷手配 書 を直 ちに 倉庫 に 流 し

て い る。 これに よっ て、受 注 か ら出荷 ま で の期 間が短 縮さ れ、 販 売 店 へ の サ

ー ビスが 向上 して い る
。

第3図 本 社 と倉 庫 間の オ ン ライ ン化

/＼

斤 目

已 。5。 ジ ≦ 　L_」
15キ ロ

「
名 古 屋

　 　　

計 算 機

囲
(200/件/日)

但 し、 緊 急 注文 につ い ての み

そ の他 、 在庫 照合 に使 わ れ て い る。(1日500件)

8.仕 入 と 納 期 管 理

●

`

メ ー カ ーへ の発 注 は、 月1回 の定 期 発 注 、EOQ発 注 、警 告 書 に よる随 時

発 注 が あるが 、 い ず れ も納 期 を 指定 し、納 入 管 理 を行 な って い る。 メ ー カ ー

へ発 注 す るた め に発 行 す る注 文 書一 納 入 指 示書 は、一 品一葉 の伝 票 で 、 この

伝票 を タ ーン ・ア ラ ウン ドさせ てい る。 但 し、 トヨタ 自動 車 工業 ㈱ の場 合 、

同一 機 種 で あ るの で、注文 は テ ー プに よって行 な ってい る。

月1回 の定 期発 注 は、 メ ー カーの 製造 工程 と、発 注 量 に よっ て大 き く5通

りの納 期 指 定 を して い る。 た と え ば、 製造 工 程 の短 い ものは 、5日 ま での 納

・-23一



期 を 指定 し、 長い ものは25日 ま で、そ の 中間 は15日 ま で とい っ た形 であ

る。 更 に 、製 造 工 程 が 短 吟 メー カ ーで もボ発 注量 の 大 きい もの は25日 ま で

の納 期 指定 とい った様 に 、 両面 か らの納 期 決 定 方法 を とっ て い る。

こ うい った納 期 指 定 に よっ て、 入荷 作業 の平 均 化 、在 庫 の平 準 化 を図 っで

い る。

警 告 書 に よる随 時 発 注 は 、そ の 発 行 基準 に よっ て 自動 的 に 決 め る こ とが 出

来 るが 、 これ は メー カ ー と接 渉 を して 、当 社 で 支障 を きた さ ない納 期 を決 定

して い る。

現 場 の受 入 時 点 で 、 納入 数が 発 注数 に 対 して 過 不足 を生 じて い な いか 、 品

質検 査 の結 果、 不合 格 品が 無 い か とい っ た情 報 が 、納 入 伝票 に記 入 さ れて コ

ン ピュ ー タ ーに イ ン プ ッ トされ る。

コ ン ピ ュ ータ ーは デ イ リ ーに 納 入 伝票 を 処理 して 、在 庫 の更 新 と 同時 に、

メ ーカ ーへ の 債務 の 処理 を して い る。 更 に過 不 足 とか、 不 合格 とい った情 報

は 、 そ の都 度 警 告書 とな って コ ン トロ ー ラーに伝 え られ 、不 足 、 不合 格 の場

合 は、 メ ー カ ーへ督 促 あ るい は追 加 注文 した り、過 大 な納 入 の場 合 に は 、 こ

れ を返 却 す るの か、 そ の ま ま受 げ取 って 次 回 の発 注 で修 正 す るの か 、 コ ン ト

ロ ー ラーが ア ク シ ョン を取 って い る。

メ ーカ ーへの 発 注 時 点 で、発 注 数 、納 期 な どを コ ン ピュ ー タ ーに メモ リー

させ て おい て 、 デ イ リーの 入庫 処理 で更 新 し、納 期 を過 ぎて もなお か つ 納入

され ない 部 品 に つ い て は、 メー カ ーへ督 促 す る よ う仕 入係 へ 納入 遅 延 リス ト

を作成 し て 、 メ ー カ ーに納 期 の 厳 守 を徹 底 させ てい る。

デ イ リーの入 庫 の 情報 を 月次 で ま とめ て 、 メ ー カ ー別 に納 入達 成 状 況 の 成

果 を ア ウ トプ ッ トして 、 メ ーカ ー表彰 の基 礎 資料 と し、 こ れに よっ て メ ー カ

ーの管 理 を 向上 させ て いる。
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第10表 部 品 納 入 管 理 票

メ ー カ ー 名iコ ー ド

御1.ll

形式

単 価

:d;11t

納 入 指 示 数 納 人 指 示H

年 月n

品 名

注k'年llll

年 月El

,ヂ

「U句先コード

納品No.一 迫番

ロケNo.1納 入凡}li斤

●ヨ43自 動 車販 売株 式会 社

部 品 部

(A)SP部 品納入管理票
仕入課控

分

割

記

入

欄

⌒仕

入

課
)

遺香 入 荷Jjil

月H

月 日

月 日

月 日

月 日

納 人 数 未納 人 数 薗 彦

1拓rrL)1巾

(B)SP部 品納 入 指 示書

仕入課→メーカー

∫|=人 課 印

(C)SP部
仕入課→メーカー→管理第二課→主計課

(E)SP音

1' _..__.」lI
部 品 部 御 中 『 』'="τ幽}=.`'.

品進行管理票

理第二課一◆主計課

到 着 月n 検 査 川11 受 ノ＼ 月1.1 糊 入 月 日 処 理 月 日

　 一
ー ー ー ー ー 一.・ 一 一.一 一・・一 ・._一 ...一=.

況 、守,部i‡')中 』到 着
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.

| 1.七人.周n
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'"9"二 　 .'』"一、.

.
..工=一 一

部 品 部 御中

部 品 納 品 書
管理第二課→1語 言㌻一抱 随::課 一樹 算漂→経理課

到 着 月 日 .検 査 月.日
受 入 月 日.糊 入 月 日 処 理.月 日

「

」一`一'.層 〔 虫
9

部 品 部 御中

(F)SP部 品 送 荷 嵩:

{1;人ぷ→ 〆一カー 圭管理第 .二課→ 検査課→管理第二課
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9 在 庫 管 理 レ ポ ー ト

第11表 在 庫 管 理 リ ス ト

(在 庫 管理 フ ァイル(在 庫 マ ス ター)よ り1ケ 月分 月末 に処 理)

供給率 即納率
売 上 キ ャ ン セ ル

麺 注残
B/O 需要 変動

オ リ・カ ツレ B/0 オ リ・カ ソレ B/0 残 発生 96%下 70%下

A
金 額

頻 度

同 左

回 左

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

¥ ¥
金額

頻度

〃

〃

金 額 金 額

B

C
・

:
Z

＼＼
_.

OR売 上+B/0売 上供給率=
OR売 上+ORキ ャンセル+B/0発 生(=受 注)

一

OR売 上即納 率
=

OR売 上 十 〇Rキ ャンセル 十B/0発 生(=受 注)

霰変動:供緯が{1㌶ 隠 巖 ツ㌘一ツ

月次 に、 デ イ リーの 出荷 状況 、在 庫 状 況 を 、第11表 の様 な リス トに ま と

めて ア ウ トプ ッ トして お り、 これ に よって金 額 と頻度 の両面 か ら在 庫 管 理 の

状況が 一 目で把 握 出来 る よ うに な って い る。

当 月の供 給 率 、 即 納 率 、売 上 状況 、 キ ャン セル発 生 状況 、在庫 回 転 率 、バ

ック 。オ 一夕㌧ の発 生 状況 な どが 目標 通 り達 成 出来 たか ど うか判 定 し、翌 月

に改 善す べ き所 を検 討 す る と同時 に 、 在庫 と翌 月の 納 入 残 とか らみて 、 翌 月

の オ ー ダー を 消化 出来 る か等 の判 断 に 使 わ れて い る。

ま た供 給 率が2ケ 月 連続 して70%以 下 の 品 目、 あ るい は3ケ 月連 続 して

96%以 下 の 品 目が偶 点 あ るか を示す 需要 変 動 の項 目をみ て、供 給 率 の悪 い

一一27一



一

部 品一一ネック ・パ ー ソの動 向 を把 握す る こ とが 出来 る。 ヒ の リス トは ・在庫

管理 区 分 ご とと、 更 に15の 品 目管 理 区 分 ご とにア ウ ト 。プ ッ トされ・ トー

タル か ら明細 への チ ェ ーニ ングが 出来 る よ うに 成 っ て い る。

10.ス ク ラ ッ プ 計 算
`

商 売 の通例 と して、 ス ク ラ ッ プが 当 社 で も沢 山 出て い るが、 毎 期 ご とに デ

ッ ド。ス ト ック部 品に つい て 、 将来本 当 に需要 が ある のか ど うか検 定 して、

将来 の 需 要 を 上廻 る分 につ い て、 ス ク ラ ップ ・ リス トを作成 して い る。

カ ーデ ックス で 管理 して い た時 には 、 予算 が 余 っ た ら、 どれ だ け ス ク ラ ヅ

プす るか を決 め て 、手 でス ク ラップす る部 品 を探 し 出 して い たが 、 本 当 にス

ク ラ ップす べ き もの を 明確 に 取 り出す こ とは 出来 ず 、 思 い つ きで 行な わ れて

い た。

現 在 では 、過 去5ケ 年 間 の実 績 をベ ース に して検 定 を 行 ない ・ ス ク ラッ プ

をコ ン ピュ ー ターか ら自動 的 に リス ト ・ア ップ してい る。 機械 化 さ れ てか ら、

ス ク ラップ され る金額 は少 な くなっ て来 て お り、売 上 に対 す る比 率 も著 し く

減 少 して いる。

更 に ス ク ラッ プ処理 を メ ーカ ーに まで拡 大 して、 メ ー カーか ら旧型 、即 ち

終 期に 属 す る部 品 の 在庫 一 覧 表 を も らって 、 当社 の 在庫 と合 わ せ て 、過 去 の

売 上 状況 か ら将来 の 需 要 の有 無 を確 か め て 、 メ ー カ ーに対 し不 良 資 産の ス ク

ラップ指示 を して い る。

ま た、 プ レス とか 、、鋳 物 な どの型 につ い て も、要 ・不 要 の指 示 を して 、部

品在庫 と型 との 不 良 資 産 の解 消 をア ドバ イス してい る。

`

`

F
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11.メ ー カ ー 関 係 の 管 理 資 料

'

1

仕 入 の所 で説 明 した納 入 遅 延 リス ト、 納入 達成 状 況 の リス トな どの他 に 、

上 述 の ス ク ラップ 計算 が あ る。

これ に加 えて 、 当社 では メ ー カ ーに 対 して翌3ケ 月以 降、3ケ 月 分 の販 売

予 測 を毎 月変 動 さ せ て知 らせ て い る。 これは 、 当社 の在庫 と現 在 の 販売 状況 、

これ か ら売 れ る と予 測さ れ る数量 な ど を メー カ ーに 提 示 して 、 売れ る商 品 を

充分 に生 産 で きる よ うに、 メー カーの 短期 の 設 備 、 人 員 、資 材 の手 配 に 役 立

て て い る。

先 きに述 べ た発 注 計 算 で 、翌 月以 降5ケ 月 分 の予 測 をす るの で、 これの3

ケ月以 降3ケ 月 分 を使 っ てア ウ トプ ッ トしてい る。 これ に よって 売 れ な い商

品を 作 って 、 売 れ る商 品に 品 切 れ を起 こす よ うな機 会 損失 を少 な くして い る。

12.販 売店関係の管理 資料

部品の区分 として、品 目管 理区分が ある ことは先 きに説明 したが 、販 売計

画 は品 目管理区分 ご とに立 て られ、各販売店 の品 目管理区分ご とに、 目標 と

結果 の分析資料 が コン ピューターか らア ウトプ ッ トされ、 これに よって販売

店 のセ ールス状況 を把握 して、販売店 の部品セ ールス指導に役立てている。

この他 、冒頭 の システ ム 。フローに描かれてい る責任在庫 制度 とい うもの

を取 り入 れてい る。 販売店全部 につい て、部 品情報 をすべて 入手 して管理、い

指導す ることは、現 状では難か しいの で、販売 店を扱い車種 系列別 に分け 、

過 去の売 上実績 か ら在庫 基準 を計算 し、この基 準を基 にして販 売店の在庫管

理の指導 を行 なってい る。
`
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13.機 械 化 の 効 果

以上が部 品の在庫管理の概略 であ るが ・機械化 に よつて得 られた効果 につ

いて触 れ て み たい と思 う。

当社 では 、 コ ン ピュー タ ー利用 の サ ブ 。 シス テ ム的 な業 務 の なか で 、在庫

管理 ほ ど効果 の あ る もの は無 い の では な いか と感 じて い る。

第12表 機械 化 に よ る効果

率

庫

員

スビーサ

在

人

輸出資金化

87%→9&7%

60億 →43億

(カ ー デ ッ ク ス(全 廃50名ピ
ッ カ ー 、 計 算 、 … … … 他)

機械 化 以 前の サ ー ビス率 は87%位 で あ ったが 、現 状 では987%に 向上

し、現 在 の 在庫 品 目の 月間 売 上 が17億 円 で あるの で、 もし機械 化 して い な
の

か った らk・よそ1億7千 万 円の 売 り逃 が しが発 生 した ことに な る。

車 両の ア フタ ー ・サ ー ビス とい う面 か ら見 て も、 サ ー ビス 率 の 向上 の意 味
の

は大 き く、そ の うえ売 り逃 が し を防止 出来 た の で あ るか ら効果 は 非 常に 大 き

な もの で ある。

ま た、 手 作業 で入 荷 処理 とか 、 バ ック ・オ 一夕㌔二処 理 を行 な って い た ら、

処 理 件 数 、 扱い 品 目の増 え た現 在 では 、 そ の事務 量 は膨 大 な もの とな り、 人

手 と時 間 が 沢山 か か り、そ の上 今 の よ うな き め細 か な管 理 も出来 ず 、 当 然 サ

ー ビス率 も向上 す る こ とは な く、 む しろ低 下 して い た か も知 れ な い。 以 前 、

手作 業 で入 荷 処理 を して いた ときに は、 人 手 で単 価 、 金額 な ど計 算記入 して

お り、 ミスが発 生 してい た。IBM305が 入 った時 に、 手 作業 処 理 の 伝 票

を も う一 度 コン ピ ュー タ ーに か けて 、 単 価 、利 益率 な どチ ェ ック した と こ ろ、

305の レ ンタルが 約350万 円 であ ったが 、 この レン タル を カバ ー・出来 る

程 の ミスが 発 見 され た。
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争

そ れ か ら在庫 も、 当 時3ケ 月分 位 持 って い た か ら、 今 なお機械 化 さ れ て い

なか った ら、60億 以 上 の 在 庫 に成 っ て い た と思 う。 現 在43億 の 在庫 で あ

るの で、機 械 化 に よっ て20億 近 くの 在庫 減 少が で きた訳 で あ る。

そ の他 、人 員 の 削減 に つ い ては 、 カ ーデ ッ クス要 員 が 全廃 さ れ、 ま た 、現

場作業 員 の残業 もほ とん ど無 くな った。

人 員 の 削減 とか、 ミス の 防止 とい った事 よ り一 番 ポ イ ン トに 成 る の は、 や

は リサ ー ビス 率 の 向上 で あ り、 これは1つ に警 告書 をい か な る方法 で タ イ ム

リーに ア ウ トプ ッ トす るか に かか って い るの では ない か と思 う。
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